
  

一 

令和 6 年 10 月 25 日 (金曜日) 千 葉 県 報 第１３９８５号 
      

 
 

主 
 

要 
 

目 
 

次 

 
 

告 
 

示 

○ 

漁
船
損
害
等
補
償
法
に
基
づ
く
付
保
義
務
の
発
生
の
た
め
の
同
意
の
認
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

○ 

土
地
収
用
法
に
基
づ
く
事
業
の
認
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

○ 

道
路
区
域
の
変
更 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

○ 

道
路
の
供
用
開
始 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三 

 
 

教
育
委
員
会
告
示 

○ 

博
物
館
登
録
原
簿
の
登
録 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三 

 
 

教
育
委
員
会
公
告 

○ 

令
和
六
年
度
教
育
功
労
者
名
及
び
功
績 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三 

 
 

特
定
調
達
公
告 

○ 

落
札
者
等
の
公
告 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五 

告

示 

千
葉
県
告
示
第
五
百
号 

 

漁
船
損
害
等
補
償
法
□
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
□
第
百
十
二
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ 

り
□
次
の
加
入
区
に
つ
い
て
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
□
同
法
第
百
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
□
た
も
の
と
認
め
る
□ 

 

な
お
□
同
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
漁
船
を
普
通
損
害
保
険
に
付
す
べ
き
義
務
は
□
令
和
六
年
十
月
二
十

九
日
か
ら
発
生
す
る
□ 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 

 

夷
隅
東
部
加
入
区 

 

千
葉
県
告
示
第
五
百
一
号 

 

土
地
収
用
法
□
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
□
以
下
□
法
□
と
い
う
□
□
第
二
十
条
の
規
定
に

よ
り
□
次
の
と
お
り
事
業
の
認
定
を
し
た
□ 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

起
業
者
の
名
称 

木
更
津
市 

二 

事
業
の
種
類 

木
更
津
市
金
田
第
一
駐
車
場
再
整
備
事
業 

三 

起
業
地 

 

１ 

収
用
の
部
分 

千
葉
県
木
更
津
市
瓜
倉
字
鯨
及
び
字
中
宿
地
内 

 

２ 

使
用
の
部
分 

な
し 

四 

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由 

 

１ 

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性 

 
 

 

木
更
津
市
金
田
第
一
駐
車
場
再
整
備
事
業
□
以
下
□
本
件
事
業
□
と
い
う
□
□
は
□
木
更
津
市

が
□
道
路
の
路
面
外
に
一
般
公
共
の
用
に
供
す
る
自
動
車
駐
車
場
を
整
備
す
る
事
業
で
あ
り
□
法
第

三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
駐
車
場
法
□
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
号
□
に
よ
る
路
外
駐
車
場
に
関
す

る
事
業
に
該
当
す
る
□ 

 
 

 

し
た
が
□
て
□
本
件
事
業
は
□
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
□ 

 

２ 

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性 

 
 

 

起
業
者
で
あ
る
木
更
津
市
は
□
本
件
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
予
算
に
計
上
し
同
市
の
議
会

の
議
決
を
経
て
き
て
お
り
□
完
成
ま
で
の
明
確
な
計
画
の
下
に
本
件
事
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
か

ら
□
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
□ 

 
 

 

し
た
が
□
て
□
本
件
事
業
は
□
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
□ 

 

３ 

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性 

 
 

 
 

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益 

 
 

 
 

本
件
事
業
は
□
木
更
津
市
が
□
木
更
津
市
瓜
倉
字
鯨
及
び
字
中
宿
地
内
の
九
□
〇
九
一
平
方

メ
□
ト
ル
の
土
地
に
一
般
公
共
の
用
に
供
す
る
自
動
車
駐
車
場
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
□ 

 
 

 
 

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
接
岸
地
で
あ
る
木
更
津
市
金
田
地
区
は
□
東
の
□
木
更
津
都
市
計
画

事
業
金
田
東
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
□
と
西
の
□
木
更
津
都
市
計
画
事
業
金
田
西
特
定
土
地
区

画
整
理
事
業
□
□
以
下
□
金
田
西
土
地
区
画
整
理
事
業
□
と
い
う
□
□
の
二
地
区
の
区
画
整
理
事

業
に
よ
り
□
千
葉
県
の
新
た
な
玄
関
口
と
し
て
□
高
速
バ
ス
タ
□
ミ
ナ
ル
□
商
業
□
業
務
□
流

通
□
文
化
及
び
レ
ジ
□
□
な
ど
の
施
設
や
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た
住
宅
地
が
調
和

し
た
□
多
機
能
複
合
型
の
都
市
を
目
指
し
□
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
□ 

 
 

 
 

先
述
し
た
東
と
西
の
二
地
区
の
区
画
整
理
事
業
の
う
ち
□
金
田
西
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
千
葉
県
を
施
行
者
と
し
□
平
成
十
年
十
月
の
事
業
認
可
公
告
に
よ
り
事
業
が
開
始
さ
れ
□
令

和
八
年
度
末
の
事
業
完
了
に
向
け
て
□
現
在
施
行
中
と
な
□
て
い
る
□
ま
た
□
金
田
西
土
地
区
画

整
理
事
業
地
内
で
は
□
令
和
二
年
の
大
型
商
業
施
設
の
立
地
に
始
ま
り
□
今
後
商
業
・
医
療
系
の

複
合
施
設
の
立
地
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
□
更
な
る
に
ぎ
わ
い
が
予
想
さ
れ
る
□ 

 
 

 
 

そ
こ
で
□
高
速
バ
ス
利
用
者
等
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
□
木
更
津
金
田

バ
ス
タ
□
ミ
ナ
ル
□
以
下
□
バ
ス
タ
□
ミ
ナ
ル
□
と
い
う
□
□
が
整
備
さ
れ
た
□
当
該
バ
ス
タ
□

ミ
ナ
ル
は
□
タ
ク
シ
□
□
路
線
バ
ス
□
自
動
車
や
自
転
車
と
い
□
た
様
々
な
交
通
手
段
の
接
続
が

行
わ
れ
る
交
通
結
節
点
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
お
り
□
ま
た
□
南
房
総
地
域
か
ら
主
に
東
京
□

横
浜
と
い
□
た
都
心
部
へ
の
高
速
バ
ス
が
数
多
く
乗
り
入
れ
る
よ
う
に
な
□
た
こ
と
で
□
南
房
総

地
域
か
ら
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
に
よ
る
定
住
促
進
や
企
業
誘
致
□
観
光
振
興
等
の
地
域
振

毎
週
火
・
金
曜
日
定
例
発
行 

令

和

6

年

10 

月

25

日 

定 
 

例 

 

 

（一） 



 
 

 

二 
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興
に
つ
な
が
□
て
い
る
□ 

 
 

 
 

さ
ら
に
□
平
成
十
六
年
十
二
月
□
バ
ス
タ
□
ミ
ナ
ル
を
利
用
し
て
自
家
用
車
か
ら
高
速
バ
ス
に

乗
り
換
え
て
都
内
へ
通
勤
す
る
方
を
想
定
し
た
木
更
津
市
金
田
第
一
駐
車
場
を
整
備
し
□
こ
れ
に

よ
り
都
内
へ
の
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
通
勤
経
路
が
確
保
さ
れ
て
い
る
□ 

 
 

 
 

し
か
し
□
既
存
の
駐
車
場
は
□
金
田
西
土
地
区
画
整
理
事
業
の
計
画
に
定
め
る
区
画
道
路
の
支

障
物
件
と
な
□
て
お
り
□
現
在
除
却
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
□
引
き
続
き
都
内
へ
の
公
共
交
通
機

関
に
よ
る
通
勤
経
路
を
確
保
す
る
た
め
□
金
田
西
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
者
で
あ
る
千
葉
県

と
協
議
し
た
結
果
□
補
償
と
し
て
仮
設
駐
車
場
が
設
置
さ
れ
□
現
在
は
仮
設
駐
車
場
で
運
営
を

行
□
て
い
る
が
□
仮
設
駐
車
場
の
用
地
は
令
和
七
年
十
月
ま
で
し
か
使
用
許
可
さ
れ
て
い
な
い
□

そ
の
後
も
都
内
へ
の
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
通
勤
経
路
を
確
保
す
る
た
め
に
は
□
新
た
な
駐
車
場

を
令
和
七
年
十
月
ま
で
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
□
そ
こ
で
□
本
件
事
業
に
よ
り
新
た
な
駐
車
場

を
整
備
す
る
こ
と
で
□
自
家
用
車
を
駐
車
場
に
停
め
□
バ
ス
タ
□
ミ
ナ
ル
か
ら
高
速
バ
ス
に
乗
り

換
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
□
引
き
続
き
□
自
家
用
車
か
ら
高
速
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
都
内
へ
通

勤
す
る
方
の
通
勤
経
路
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
□ 

 
 

 
 

し
た
が
□
て
□
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
□
相
当
程
度
存
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
□ 

 
 

 
 

失
わ
れ
る
利
益 

 
 

 
 

本
件
事
業
は
□
環
境
影
響
評
価
法
□
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
□
及
び
千
葉
県
環
境
影
響
評

価
条
例
□
平
成
十
年
千
葉
県
条
例
第
二
十
六
号
□
に
基
づ
く
環
境
影
響
評
価
の
対
象
外
事
業
で
あ

る
□ 

 
 

 
 

本
件
事
業
が
生
活
環
境
へ
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
□
起
業
地
の
近
く
に
は
住
宅
地
が
な
い
た

め
騒
音
の
問
題
も
な
い
こ
と
か
ら
□
軽
微
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
□ 

 
 

 
 

本
件
事
業
が
動
植
物
へ
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
□
本
件
起
業
地
に
は
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る

野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
□
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
□
に
該
当
す
る
種
等
の

希
少
動
植
物
の
生
息
情
報
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
□
軽
微
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
□ 

 
 

 
 

ま
た
□
起
業
地
は
□
文
化
財
保
護
法
□
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
□
に
よ
る
周
知
の

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
は
該
当
し
て
い
な
い
□ 

 
 

 
 

し
た
が
□
て
□
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
□
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
□ 

 
 

 
 

事
業
計
画
の
合
理
性 

 
 

 
 

起
業
地
の
選
定
に
当
た
□
て
は
□
木
更
津
市
金
田
第
一
駐
車
場
か
ら
バ
ス
タ
□
ミ
ナ
ル
ま
で
の

移
動
時
間
を
考
慮
し
て
四
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
□
申
請
起
業
地
は
バ
ス
タ
□
ミ
ナ
ル
待

合
所
ま
で
の
移
動
距
離
が
候
補
地
の
中
で
最
も
短
く
利
便
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
□
大
規
模
造
成

が
不
要
な
の
で
工
事
費
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
□
木
更
津
市
の
各
種
政
策
と
の
整
合
性
が
と
れ
て
い

る
こ
と
等
か
ら
□
申
請
さ
れ
た
案
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
□ 

 
 

 
 

し
た
が
□
て
□
本
件
事
業
の
事
業
計
画
は
□
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
□ 

 
 

 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
□
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
□
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
と

を
比
較
衡
量
す
る
と
□
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
も
の
で
あ
り
□
本

件
事
業
は
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
□
法
第
二
十

条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
□ 

 

４ 

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性 

 
 

 
 

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性 

 
 

 
 

３ 

で
述
べ
た
と
お
り
□
仮
設
の
駐
車
場
の
使
用
期
限
は
令
和
七
年
十
月
ま
で
で
あ
り
□
引
き

続
き
自
家
用
車
か
ら
高
速
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
都
内
へ
通
勤
す
る
方
の
通
勤
経
路
を
確
保
す
る
た

め
に
は
□
本
件
施
設
を
早
期
に
整
備
し
十
分
な
駐
車
可
能
台
数
を
切
れ
目
な
く
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
□ 

 
 

 
 

し
た
が
□
て
□
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
□ 

 
 

 
 

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性 

 
 

 
 

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
□
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
□ 

 
 

 
 

ま
た
□
収
用
の
範
囲
は
□
全
て
本
件
事
業
の
用
に
全
面
的
か
つ
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と

ど
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
□
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
□ 

 
 

 
 

し
た
が
□
て
□
本
件
事
業
は
□
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た

め
□
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
□ 

 

５ 

結
論 

 
 

 

以
上
の
と
お
り
□
本
件
事
業
は
□
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
□ 

五 

起
業
地
を
表
示
す
る
図
面
の
縦
覧
場
所 

木
更
津
市
都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
課 

 

千
葉
県
告
示
第
五
百
二
号 

 

道
路
法
□
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
□
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
道
路
の
区
域
を
次

の
と
お
り
変
更
し
た
□ 

 

そ
の
関
係
図
面
は
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課
及
び
印
旛
土
木
事
務
所
に
お
い
て
□
令
和
六
年

十
月
二
十
五
日
か
ら
三
週
間
□
縦
覧
に
供
す
る
□ 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

一 

道
路
の
種
類 

一
般
国
道 

二 

路
線
名 
二
百
九
十
六
号 

三 

変
更
の
区
間
並
び
に
敷
地
の
幅
員
及
び
そ
の
延
長 

区 
 

 
 

間 
変
更
の
前
後
別 

敷

地

の

幅

員 

延 
 
 
 
 
 
 

長 

佐
倉
市
角
来
字 
前 

七
・
八
五
メ
□
ト
ル
か
ら 

四
八
・
五
〇
メ
□
ト
ル 

野
谷
一
□
四
三 

 

一
〇
・
五
九
メ
□
ト
ル
ま
で 

 
 

 
 

 

 

（二） 

 

（一） 

 

（三） 

 

（一） 

 

（二） 



  

三 

令和 6 年 10 月 25 日 (金曜日) 千 葉 県 報 第１３９８５号 
 

 
 

 

九
番
一
地
先
か 

後 

一
〇
・
三
二
メ
□
ト
ル
か
ら 

四
八
・
五
〇
メ
□
ト
ル 

ら
新
臼
井
田
二 

 

二
四
・
〇
九
メ
□
ト
ル
ま
で 

 
六
六
番
三
地
先 

 
 

 
ま
で 

 
 

 
  

千
葉
県
告
示
第
五
百
三
号 

 

道
路
法
□
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
□
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
□
令
和
六
年
十
月
二

十
五
日
か
ら
次
の
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
□ 

 

そ
の
関
係
図
面
は
□
千
葉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境
課
及
び
印
旛
土
木
事
務
所
に
お
い
て
□
令
和
六
年

十
月
二
十
五
日
か
ら
三
週
間
□
縦
覧
に
供
す
る
□ 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

路 
 

 

線 
 

 

名 

供

用

開

始

の

区

間 

一
般
国
道
二
百
九
十
六
号 

佐
倉
市
角
来
字
野
谷
一
□
四
三
九
番
一
地
先
か
ら
新
臼
井
田
二
六

六
番
三
地
先
ま
で 

 

教

育

委

員

会

告

示 

千
葉
県
教
育
委
員
会
告
示
第
九
号 

 

博
物
館
法
□
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
八
十
五
号
□
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
□
次
の
と
お

り
博
物
館
の
登
録
を
し
た
□ 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

 

冨 
塚 

 

昌 

子 
 

 

登
録
記
号
番
号 

設
置
者
の
名
称
及
び
住
所 

博
物
館
の
名
称
及
び
所
在
地 

登

録

年

月

日 

第
四
号 

木
更
津
市 

木
更
津
市
富
士
見
一
丁
目

二
番
一
号 

木
更
津
市
郷
土
博
物
館
金
の

す
ず 

木
更
津
市
太
田
二
丁
目
一
六

番
二
号 

令

和

五

年

十

二

月
二
十
八
日 

 

教

育

委

員

会

公

告 

 
 

 

令
和
六
年
度
教
育
功
労
者
名
及
び
功
績 

 

千
葉
県
教
育
委
員
会
表
彰
規
程
□
昭
和
三
十
五
年
千
葉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号
□
第
四
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
□
令
和
六
年
度
教
育
功
労
者
を
次
の
と
お
り
決
定
し
た
□ 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

 

冨 

塚 
 

昌 

子 
 

 

教 
 

育 
 

功 
 

労 
 

者 
 

名 

功 
 

 

績 
 

 
 

 
 

 

習
志
野
市
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

熊 
 

 

隆 

教
育
行
政
に
貢
献 

前
八
千
代
市
教
育
委
員
会
教
育
長 

小 

林 

伸 

夫 

教
育
行
政
に
貢
献 

八
千
代
市
教
育
委
員
会
委
員 

石 

井 

伸 

一 

教
育
行
政
に
貢
献 

南
房
総
市
教
育
委
員
会
委
員 

庄 

司 

美 

佳 

教
育
行
政
に
貢
献 

元
市
原
市
教
育
委
員
会
委
員 

洞 
 

 

厚 

子 

教
育
行
政
に
貢
献 

千
葉
県
教
育
庁
教
育
振
興
部
長 

荒 

金 

誠 

司 

教
育
行
政
に
貢
献 

柏
市
立
柏
第
一
小
学
校
学
校
医 

池 

松 

武 

臣 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献 

柏
市
立
田
中
小
学
校
学
校
医 

阿 

部 

正 

視 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献 

銚
子
市
立
本
城
小
学
校
学
校
医 

安 

藤 

克 

仁 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献 

い
す
み
市
立
大
原
小
学
校
学
校
医 

齋 

藤 

正 

敏 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献 

市
原
市
立
養
老
小
学
校
学
校
医 

大 

木 

美 

秀 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献 

千
葉
市
立
稲
毛
第
二
小
学
校
学
校
医 

細 

山 

公 

子 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献 

市
川
市
立
須
和
田
の
丘
支
援
学
校
学
校
医 

小 

坂 

弘 

道 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献 

千
葉
県
立
八
千
代
特
別
支
援
学
校 

学
校
歯
科
医 

佐 

藤 

英 

世 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献 

東
金
市
立
正
気
幼
稚
園
学
校
歯
科
医 

堤 
 

 

正 

広 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献 

松
戸
市
立
横
須
賀
小
学
校
学
校
歯
科
医 

横 

山 

英 

雄 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献 

野
田
市
立
尾
崎
小
学
校
学
校
歯
科
医 

牧 
 

 

寿 

次 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献 

佐
倉
市
立
根
郷
小
学
校
学
校
歯
科
医 

長 

島 

聖 

司 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献 

元
千
葉
市
立
越
智
小
学
校
学
校
歯
科
医 

馬 

場 

俊 

郎 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献 

元
成
田
市
立
西
中
学
校
学
校
歯
科
医 

永 

井 

和 

広 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献 

船
橋
市
立
若
松
小
学
校
学
校
薬
剤
師 

市 

原 

容 

子 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
に
貢
献 

千
葉
県
公
立
学
校
職
員
健
康
審
査
会
委
員 

猪 

狩 

英 

俊 

学
校
職
員
の
健
康
管
理
に
貢
献 

千
葉
県
美
術
会
常
任
理
事 

清 

野 

一 

郎 

芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献 

千
葉
県
美
術
会
常
任
理
事 

佐 

藤 

美
和
子 

芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献 

千
葉
県
写
真
連
盟
副
会
長 

藤 

井 
 

 

弘 

芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献 

千
葉
県
吟
剣
詩
舞
道
総
連
盟
理
事
長 

石 

井 

桃 

苑 

芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献 

元
千
葉
県
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長 

松 

田 

誠
一
郎 

文
化
財
の
保
護
に
貢
献 

千
葉
県
指
定
無
形
文
化
財
保
持
者 

京 

増 

重 

利 

文
化
財
の
保
護
に
貢
献 

大
多
喜
町
文
化
財
審
議
会
会
長 

梶 

原 

正 

方 

文
化
財
の
保
護
に
貢
献 

千
葉
県
能
楽
連
盟 

 

芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献 

長
柄
歴
史
同
好
会 

 

文
化
財
の
保
護
に
貢
献 

山
倉
の
鮭
祭
り
保
持
団
体 

山
倉
区 

 

文
化
財
の
保
護
に
貢
献 

元
千
葉
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長 

武 

藤 

弘 

晃 

社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献 
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元
千
葉
県
ユ
ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会
会
長 

 

崎 

晴 

子 

社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献 

元
千
葉
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
理
事 

山 

口 

周 

作 

社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献 

銚
子
市
公
正
図
書
館 

 

社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献 

千
葉
県
立
京
葉
工
業
高
等
学
校
長 

大 

岡 

正 

和 

学
校
教
育
に
貢
献 

千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校
長 

風 

戸 
 

 

正 

学
校
教
育
に
貢
献 

千
葉
県
立
東
葛
飾
高
等
学
校
長 

稲 

川 

一 

男 

学
校
教
育
に
貢
献 

千
葉
県
立
柏
陵
高
等
学
校
長 

後 

藤 

光 

康 

学
校
教
育
に
貢
献 

千
葉
県
立
佐
倉
高
等
学
校
長 

谷 

口 

哲 

也 

学
校
教
育
に
貢
献 

千
葉
県
立
銚
子
商
業
高
等
学
校
長 

宮 

内 

輝 

久 

学
校
教
育
に
貢
献 

千
葉
県
立
長
生
高
等
学
校
長 

河 

野 

安 

勝 

学
校
教
育
に
貢
献 

千
葉
県
立
安
房
高
等
学
校
長 

早 

川 

貴 

英 

学
校
教
育
に
貢
献 

千
葉
県
立
木
更
津
東
高
等
学
校
長 

島 

崎 

一 

広 

学
校
教
育
に
貢
献 

千
葉
県
立
市
原
八
幡
高
等
学
校
長 
武 

富 

恒 

徳 

学
校
教
育
に
貢
献 

千
葉
県
立
千
葉
聾
学
校
長 

松 
田 

 
 

厚 

学
校
教
育
に
貢
献 

千
葉
県
立
袖
ケ
浦
特
別
支
援
学
校
長 

伊 
藤 
康 

弘 

学
校
教
育
に
貢
献 

千
葉
県
立
特
別
支
援
学
校 

市
川
大
野
高
等
学
園
校
長 

小 

倉 

京 
子 

学
校
教
育
に
貢
献 

千
葉
県
立
千
葉
商
業
高
等
学
校
事
務
主
幹 

岡 

本 

恵 

利 
学
校
教
育
に
貢
献 

千
葉
県
立
君
津
高
等
学
校
事
務
主
幹 

 

田 

良 

一 

学
校
教
育
に
貢
献 

習
志
野
市
立
大
久
保
小
学
校
長 

本 

間 

美
奈
子 

学
校
教
育
に
貢
献 

船
橋
市
立
小
栗
原
小
学
校
長 

小 

林 
 

 

努 

学
校
教
育
に
貢
献 

市
川
市
立
中
山
小
学
校
長 

奥 

田 
 

 

淳 

学
校
教
育
に
貢
献 

浦
安
市
立
浦
安
小
学
校
長 

臼 

井 

基 

之 

学
校
教
育
に
貢
献 

浦
安
市
立
東
小
学
校
長 

丸 

山 

恵
美
子 

学
校
教
育
に
貢
献 

我
孫
子
市
立
我
孫
子
第
一
小
学
校
長 

 

原 

憲 

樹 

学
校
教
育
に
貢
献 

鎌
ケ
谷
市
立
鎌
ケ
谷
小
学
校
長 

飯 

塚 

博 

文 

学
校
教
育
に
貢
献 

四
街
道
市
立
中
央
小
学
校
長 

長
谷
川 

由
美
子 

学
校
教
育
に
貢
献 

白
井
市
立
大
山
口
小
学
校
長 

和 

地 

滋 

巳 

学
校
教
育
に
貢
献 

匝
瑳
市
立
八
日
市
場
小
学
校
長 

 

倉 

孝 

夫 

学
校
教
育
に
貢
献 

東
金
市
立
鴇
嶺
小
学
校
長 

中 

田 

邦 

明 

学
校
教
育
に
貢
献 

山
武
市
立
松
尾
小
学
校
長 

髙 

野 

隆 

博 

学
校
教
育
に
貢
献 

芝
山
町
立
芝
山
小
学
校
長 

根 

本 
 

 

敦 

学
校
教
育
に
貢
献 

茂
原
市
立
豊
田
小
学
校
長 

長
谷
川 

雄 

二 

学
校
教
育
に
貢
献 

茂
原
市
立
茂
原
小
学
校
長 

伊 

藤 

信 

博 

学
校
教
育
に
貢
献 

 
 

 

 
 

 

木
更
津
市
立
真
舟
小
学
校
長 

北 

岡 

由 

佳 

学
校
教
育
に
貢
献 

富
津
市
立
富
津
小
学
校
長 

鈴 

木 

規 

幸 

学
校
教
育
に
貢
献 

袖
ケ
浦
市
立
長
浦
小
学
校
長 

平 

川 
 

 

真 

学
校
教
育
に
貢
献 

市
原
市
立
清
水
谷
小
学
校
長 

国 

分 

雅 

彦 

学
校
教
育
に
貢
献 

千
葉
市
立
新
宿
小
学
校
長 

栗
和
田 

 
 

耕 

学
校
教
育
に
貢
献 

習
志
野
市
立
第
二
中
学
校
長 

蓮 
 

 

一 

臣 

学
校
教
育
に
貢
献 

習
志
野
市
立
第
七
中
学
校
長 

木 

下 

初 

恵 

学
校
教
育
に
貢
献 

船
橋
市
立
七
林
中
学
校
長 

仲 

臺 

和 

浩 

学
校
教
育
に
貢
献 

市
川
市
立
第
一
中
学
校
長 

鈴 

木 

康 

治 

学
校
教
育
に
貢
献 

流
山
市
立
南
流
山
中
学
校
長 

宮 

本 

信 

一 

学
校
教
育
に
貢
献 

成
田
市
立
西
中
学
校
長 

藤 
 

修 

治 

学
校
教
育
に
貢
献 

白
井
市
立
大
山
口
中
学
校
長 

 

原 

正 

策 

学
校
教
育
に
貢
献 

東
金
市
立
東
金
中
学
校
長 

大 

矢 

孝 

之 

学
校
教
育
に
貢
献 

大
網
白
里
市
立
増
穂
中
学
校
長 

大 

木 

正 

之 

学
校
教
育
に
貢
献 

鴨
川
市
立
安
房
東
中
学
校
長 

岡 

野 

美
智
代 

学
校
教
育
に
貢
献 

市
原
市
立
八
幡
中
学
校
長 

立 

野 

雅 

史 

学
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立
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葉
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に
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